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青
梅
市
の
文
化
遺
産
９

裏

宿

遺

跡

出

土

の

石

刃

核

市
文
化
財
保
護
指
導
員　

鈴
木
晴
也

　
市
内
で
は
、
今
か
ら
約

１
万
５
千
年
か
ら
１
万
２
千

年
前
の
も
の
と
さ
れ
る
旧
石

器
時
代
の
遺
構
や
遺
物
が
９

か
所
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
裏

宿
遺
跡
か
ら
採
集
さ
れ
た

「
石せ

き
じ
ん
か
く

刃
核
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
石
刃
核
と
は
、
石
刃
（
ブ

レ
ー
ド
）
を
剥
ぎ
取
っ
た
後

の
石
で
、
残
さ
れ
た
痕
跡
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
こ
の
石
刃
核
は
、
昭
和
44

（
１
９
６
９
）
年
１
月
26
日

に
都
立
多
摩
高
校
で
行
わ
れ

て
い
た
配
管
工
事
の
際
に
地

下
約
50
㎝
の
と
こ
ろ
か
ら
発

見
さ
れ
た
も
の
で
、
長
さ
14

㎝
、
幅
13
㎝
、
厚
さ
７
㎝
、

重
さ
１
千
80
ｇ
と
大
型
で

す
。
市
内
の
他
の
遺
跡
か
ら

の
発
見
例
が
な
く
、
近
県
で

の
発
見
例
も
な
い
、
大
変
貴

重
な
資
料
で
す
。

　
形
状
は
石
刃
核
の
大
き
な

特
徴
で
あ
る
楔く

さ
び
か
た形
で
、
青
み

が
か
っ
た
灰
色
の
石
を
使
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
頁け

つ
が
ん岩

と
呼
ば
れ
る
、
硬
く
て
癖
の

な
い
性
質
の
石
で
、
割
っ
て

加
工
す
る
の
に
最
適
な
石
を

選
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
写
真
を
見
る
と
縦

に
浅
い
溝
が
見
え
ま
す
。
こ

れ
が
石
刃
を
剥
ぎ
取
っ
た
痕

で
、
最
大
で
幅
３
㎝
、
長
さ

は
そ
の
４
倍
を
超
え
る
13
㎝

に
及
び
、
石
刃
を
剥
ぎ
取
る

高
度
な
技
術
を
持
つ
人
が
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　
剥
ぎ
取
っ
た
石
刃

は
、
形
や
大
き
さ
に

よ
っ
て
敲た

た

い
て
形
を

整
え
、
槍や

り
さ
き先
や
ナ
イ

フ
形
石
器
を
作
っ
た

　「
身
体
が
だ
る
い
」、「
疲
れ

や
す
い
」、「
憂
う
つ
」、「
頭
痛
」、

「
肩
こ
り
腰
痛
」
な
ど
の
症
状

を
お
持
ち
の
方
、
病
院
で
診
察

や
検
査
を
受
け
た
け
れ
ど
こ
れ

と
い
っ
た
原
因
が
な
く
異
常
な

し
と
診
断
さ
れ
た
方
、
不
定
愁

訴
に
効
果
を
発
揮
す
る
経
絡
ヨ

ガ
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
初
級
編

日
程
　
10
月
11
日
（
水
）、
25

日
（
水
）

対
象
　
20
歳
以
上
で
経
絡
ヨ
ガ

が
初
め
て
の
方

※
経
絡
ヨ
ガ
の
経
験
が
１
、
２

回
で
自
信
が
な
い
方
も
可

▼
発
展
編

日
程
　
10
月
18
日
（
水
）、
11

月
８
日
（
水
）

対
象
　
20
歳
以
上
で
１
回
で
も

経
絡
ヨ
ガ
を
経
験
し
た
こ

と
が
あ
る
方
（
①
の
※
に
該

当
し
な
い
方
）

☆
い
ず
れ
も

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

会
場
　
総
合
体
育
館
第
２
ス

ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル

講
師
　
理
学
療
法
士 

吉
野
結

生
氏

定
員
　
各
日
先
着
40
人
（
予
約

制
）

費
用
　
１
日
500
円

持
ち
物
　
室
内
用
運
動
靴
、
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
（
貸
し
出
し
可
）、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
し
込
み
　
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
へ

健

康
！

経

絡

ヨ

ガ

教

室

　
協
働
木
育
講
座

　
　
　
わ
が
子
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
は
じ
め
て
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

日
時
　
10
月
５
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
風
の
子
・
太
陽
の
子

広
場
管
理
棟

対
象
　
妊
婦
ま
た
は
０
歳
児

の
母
親

※
夫
婦
・
子
連
れ
で
の
参
加

も
可

内
容
　
講
義
「
お
も
ち
ゃ
の

材
料
は
ど
こ
か
ら
来
た

の
？
」
▽
青
梅
産
の
木
で

作
っ
た
キ
ッ
ト
を
紙
や

す
り
で
削
っ
て
組
み
立

て
、
写
真
の
よ
う
な
お
も

ち
ゃ
を
作
成

※
刃
物
は
使
い
ま
せ
ん
。
お

も
ち
ゃ
作
り
が
途
中
に

な
っ
て
も
自
宅
で
完
成

で
き
る
程
度
の
簡
単
な

も
の
で
す
。

講
師
　
森
の
演
出
家
　
土

屋
一
昭
氏
…
御
岳
に
あ

る
古
民
家
を
拠
点
に
ネ

イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
や
講

座
、
テ
レ
ビ
出
演
と
幅
広

く
活
躍
中
▽
自
伐
林
家
　

中
島
大
輔
氏
…
青
梅
の

森
林
を
活
用
す
る
若
手

林
業
家
▽
木
工
房
ニ
レ
　

小
山
　
勲
氏
…
地
元
材

を
優
先
し
た
木
工
作
家

定
員
　
先
着
15
人（
予
約
制
）

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
を

見
に
行
き
ま
せ
ん
か

　
市
内
に
は
、
都
や
市
指
定
の

無
形
民
俗
文
化
財
が
数
多
く
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
と
伝
統
を
守
り
、
現
在

ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
無
形
民

俗
文
化
財
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

武

蔵

御

嶽

神

社

太

々

神

楽
（

都

指

定

）

▼
夜
神
楽

日
時
　
９
月
24
日
、10
月
22
日
、

11
月
26
日
の
日
曜
日
　
午

後
８
時
か
ら

▼
神
楽
と
雅
楽
の
一
般
公
開

日
時
　
10
月
９
日
（
祝
）　
午

後
11
時
か
ら

会
場
　
い
ず
れ
も
、
武
蔵
御
嶽

神
社
神
楽
殿
（
御
岳
山
）

鹿

島

玉

川

神

社

獅

子

舞
（

市

指

定

）

日
時
　
９
月
17
日
（
日
）　
午

後
４
時
ご
ろ
か
ら

会
場
　
鹿
島
玉
川
神
社（
長
淵
）

友

田

御

嶽

神

社

獅

子

舞
（

市

指

定

）

日
時
　
９
月
23
日
（
祝
）・
午

後
４
時
か
ら
、
24
日
（
日
）・

午
後
２
時
30
分
ご
ろ
か
ら

会
場
　
友
田
御
嶽
神
社（
友
田
）

野

上

春

日

神

社

獅

子

舞
（

市

指

定

）

日
時
　
10
月
８
日
（
日
）　
午

後
零
時
ご
ろ
か
ら

会
場
　
野
上
春
日
神
社（
野
上
）

青
梅
ま
ち
づ
く
り
工
房

～
だ
が
し
や
楽
校
で
広
げ
よ
う
、
地
域
の
輪
～

　「
だ
が
し
や
楽
校
」
は
、

自
分
の
関
心
事
や
持
ち
味
を

「
お
み
せ
」
形
式
で
見
せ
合

う
こ
と
を
通
し
て
、
い
き
い

き
と
し
た
地
域
生
活
を
気
軽

に
体
験
で
き
る
学
び
の
講
座

で
す
。
11
月
に
は
、
青
梅
宿

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ

も
参
加
予
定
で
す
。

　
地
域
活
動
を
し
た
い
方
、

家
や
職
場
か
ら
一
歩
出
て
、

人
と
の
関
わ
り
を
広
げ
た
い

方
！
温
か
く
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
こ
の
講
座
へ
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容
　
10
月
14
日

（
土
）　
午
後
３
時
〜
５

時
・
開
講
式
▽
28
日
（
土
）　

午
後
３
時
〜
５
時
・
だ
が

し
や
楽
校
出
店
準
備
①

▽
11
月
４
日
（
土
）　
午

後
３
時
〜
５
時
・
だ
が
し

や
楽
校
出
店
準
備
②
▽

18
日
（
土
）、
19
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
・

だ
が
し
や
楽
校
開
催
▽

12
月
２
日
（
土
）　
午
後

３
時
〜
５
時
・
だ
が
し
や

楽
校
振
り
返
り
▽
12
月

９
日
（
土
）　
午
後
３
時

★
経
絡
ヨ
ガ
…
経
絡
の
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
６
つ
の

ポ
ー
ズ
を
と
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
症
状
を
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
、
誰
に
で
も
簡
単

に
行
え
る
リ
ラ
ッ
ク
ス

系
の
ヨ
ガ
で
す
。

費
用
　
１
千
円
（
材
料
代
）

※
当
日
集
金

持
ち
物
　
軍
手
、
タ
オ
ル
、

マ
ス
ク
、
筆
記
用
具
、
お

茶
な
ど
の
飲
み
物
、
ミ
ル

ク
や
お
湯
な
ど
（
必
要
な

方
）

申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
直

接
農
林
課
林
務
係
（
市
役

所
３
階
）
へ

〜
５
時
・
若
者
×
大
人
の

ま
ち
づ
く
り
交
流
会

会
場
　
市
役
所
、
青
梅
の
商

店
街
　
ほ
か

講
師
　
尚し

ょ
う
け
い絅
学
院
大
学
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
長
　
松
田
道
雄
氏

定
員
　
20
人
（
抽
選
）

費
用
無
料

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
交
通

費
等
が
発
生
す
る
場
合

あ
り

申
し
込
み
　
10
月
６
日
ま
で

に
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
22
・
９
８
３
５
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
　d

iv
7
0
5
0

　

@
city.om

e.tokyo.jp

で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
社
会
教
育

課
へ

※
抽
選
結
果
は
10
月
上
旬
に

通
知
予
定

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課

　
旧
吉
野
家
住
宅
・
旧
稲
葉

家
住
宅
の
文
化
財
住
宅
は
、

月
曜
日(

祝
日
の
場
合
は
翌

平
日)

と
年
末
年
始
を
除
く

毎
日
、
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
公
開
し
て
い
ま
す

が
、
10
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
は
、
公
開

時
間
を
午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
に
変
更
し
ま
す
。

　
な
お
、旧
宮
崎
家
住
宅
は
、

公
開
時
間
の
変
更
時
期
が
異

な
る
た
め
、
広
報
お
う
め
11

月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
郷
土
博
物
館

☎
23
・
６
８
５
９

旧
吉
野
家
住
宅
・
旧
稲
葉
家
住
宅
の

公
開
時
間
を
変
更
し
ま
す

FAX

△旧吉野家住宅

（新町１－２１－９）

△旧稲葉家住宅

（森下町４９９－４）

△熊野神社獅子舞

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
の
痕
跡
か
ら
石
刃

を
何
枚
剥
ぎ
取
っ
た
か
と
い

う
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。

中
央
の
下
部
の
先
端
か
ら
上

に
延
び
る
幅
の
狭
い
剥
離
面

が
最
初
に
剥
が
し
た
部
分
で

す
。
次
に
、
両
側
３
枚
を
剥

が
し
、
新
た
に
剥
が
す
面
を

作
る
た
め
、
上
部
で
敲た

た
き
ぐ
ち口
を

整
え
た
と
こ
ろ
内
側
に
抉え

ぐ

れ

て
し
ま
い
、
こ
れ
以
上
剥
が

す
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
廃

棄
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。
右
側
の
ね
じ
れ
た
２
か

所
は
、
左
の
面
が
出
る
前
に

剥
が
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
少
な
く
と
も
６
枚
の
石

刃
を
剥
が
し
た
こ
と
が
分
か

り
、
こ
の
石
刃
核
は
も
っ
と

大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
型
の
石

刃
核
の
発
見
は
、
そ
の
希
少

価
値
に
加
え
、
市
内
の
旧
石

器
時
代
に
お
け
る
石
器
製
造

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
大

変
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
郷
土
博
物
館

☎
23
・
６
８
５
９

△石刃核（郷土博物館「青

梅市の文化遺産」のコー

ナーで展示しています）

成

木

熊

野

神

社

獅

子

舞
（

市

指

定

）

日
時
　
10
月
８
日
（
日
）　
午

後
１
時
ご
ろ
か
ら

※
午
前
中
は
地
区
内
を
巡
回

会
場
　
成
木
熊
野
神
社（
成
木
）

梅
郷
獅
子
舞
（
市
指
定
）

日
時
　
10
月
21
日
（
土
）　
午

後
４
時
ご
ろ
か
ら

会
場
　
下
山
八
幡
神
社（
梅
郷
）

い

ず

れ

も

　
開
始
時
刻
の
変
更
や
、
天
候

等
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
郷
土
博
物
館
☎

23
・
６
８
５
９


